
　棚倉町は、東北地方の南部に位置し、八溝山を源流とする久慈川の清流と豊かな自然に恵ま

れ、古くから東白川地方の中心として、また、棚倉藩の城下町として栄えた歴史と文化の町です。

　棚倉城は、棚倉藩主となった丹羽長重が、寛永２年（1625）に、この地に鎮座していた近

津明神（馬場都々古別神社）を現在の馬場に遷宮して築城したもので、幕末の戊辰戦争で落城

するまで、丹羽長重をはじめとする親藩・譜代の大名が城主を務めました。

　棚倉町教育委員会では、東日本大震災で棚倉城跡二ノ丸西面石垣の一部が崩落したことを契

機として、保存を目的とした調査事業を実施し、多門櫓の礎石や戊辰戦争のときの焼土などを

検出しました。発掘調査を含めた様々な調査成果により、江戸時代前期における江戸幕府の

奥羽政策と、寛永期の築城形態の有り様を理解する上で貴重な城跡であるとして、平成 31 年

（2019）２月 26 日に、国の史跡に指定されました。

　当町では、棚倉城跡の価値を損なうことなく次世代に継承し、その活用と整備を図るための

指針として『棚倉城跡保存活用計画書』を令和３年（2021）３月に策定いたしました。今回、

保存活用計画を踏まえて、棚倉城跡の保存と活用のための整備に関する基本的な考え方を示す

ために本計画を策定いたしました。

　今後は、この計画に基づき、棚倉城二ノ丸西面石垣の保存修理などの整備事業に取り組んで

まいります。また、当町を代表する歴史的・文化的遺産として、この計画で目指す棚倉城跡の

姿「学んで楽しむ魅力いっぱい御本城」の実現を図ってまいりたいと考えております。

　最後に、本計画の策定にあたりご尽力を賜りました、棚倉城跡整備基本計画策定委員会の委

員の皆様をはじめ、文化庁、福島県教育庁文化財課など関係各位に深く感謝申し上げます。

　令 和５年３月

棚倉町教育委員会

　　　　　教育長　荒 川  文 雄

序 文



１　本書は、福島県棚倉町大字棚倉字城跡他に所在する「棚倉城跡」の整備基本計画である。

２　棚倉城跡整備基本計画策定事業は、棚倉町が国庫補助金の交付を受けて、令和３年度と令

和４年度の２ヵ年をかけて実施した。

３　本計画は、文化庁文化資源活用課、福島県教育庁文化財課の指導・助言を得ながら、棚倉

城跡整備基本計画策定委員会での検討に基づき、棚倉町教育委員会が策定した。

４　本計画書は、棚倉町教育委員会が事業主体となって執筆及び編集した。

５　図面作成等の業務を株式会社イビソク、株式会社藤建設技術設計センターに委託して行っ

た。

例 言
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